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■対象者

・地域自治区、自治会など
・商店会
■対象経費

　設置するために必要な費用（維持管理費や地代、
占用料を除く）
※賃貸借契約も対象（経費のうち補助対象となる
部分を明確に区分でき、あらかじめ一括して支払
う場合に限る）
■補助率など

　補助率２分の１、補助限度額５０万円
■条件など

・カメラの撮影範囲に公共の場所を含める（撮影
範囲の３分の１程度）
※公共の場所とは、道路、公園、広場などで、不

特定多数の人が自由に利用し通行する場所を言い
ます
・設置から５年間は継続して利用
・設置運用基準を作成
・録画された画像の保存は３０日以内
・設置について、地域住民など関係者の同意を得
る
■その他

・申請は１団体につき同一年度内に１回限り
・完了後３０日以内かその年度の１月末日のいず
れか早い期日までに実績報告書を提出
■受け付け開始

　６月１日㈬
申・問　危機管理チーム（本庁舎３階、内線
３５４）
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防犯設備整備費補助金制度

　市では、犯罪の起こりにくい環境づくりのため、防犯カメラの設置費用の一部を補助し、設
置を促進することで犯罪の発生を抑え、地域の皆さんの安心感を高めていきます。

～防犯カメラの設置を支援します～

平成27年中の犯罪の発生状況

■平成２７年中、恵那警察署管内の刑法犯認知件数
は２８７件で前年に比べ７７件（２１.２㌫）の減少とな
り、平成１８年からの１０年間で最少となりました。
県下の認知件数は１８,１６０件で、前年に比べ２,０３２
件（１０.１㌫）減少しました。
■平成２７年中の犯罪の検挙人員は４５人で、前年に
比べ３８人減少しましたが、検挙件数は１３６件で、
前年に比べ５５件増加しました。 0
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■全刑法犯２８７件のうち２０９件は窃盗犯でした。
■侵入盗の被害は２９件で前年比１８件の減少となりました。
■非侵入盗のうち、車上狙い被害は４４件で前年比２１件の増加となり
ました。
■粗暴犯（暴行、傷害など）は１２件で前年比１７件の減少となりました。
■振り込め詐欺などは２件、被害総額約５５０万円で、前年比６件、約
４,１４４万円の減少となりました。
■風俗犯（公然わいせつなど）は６件で前年比１件の増加となりまし
た。

犯罪の認知件数と検挙人員

犯罪の特徴
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認知件数

検挙人員

凶悪犯１
粗暴犯１２

侵入犯２９

乗り物盗
２１

非侵入盗１５９

知能犯１４

その他４５
風俗犯６

受理

総件数

２８７

資料提供　恵那警察署


